
キャップライナー材には以下の特性が必要である。

・耐漏れ性（柔軟性）

・スリップ性（開栓トルク）

・低圧縮永久歪性

・耐熱性（殺菌）

・低ライナー削れ性

・耐香味阻害性

ＭＣポリマーは、これらの性能を満足するため独自

の配合技術、混練技術により製造され、最適な性能を

保持している。MCポリマーの代表物性を表２に示す。

キャップライナー材としての最も重要な性能に開栓

トルクが挙げられる。開栓トルクは用途によって異な

るが0.7～2.0Ｎ－ｍの範囲に制御する必要があり、開

栓トルクに影響を与える因子としては、樹脂のねじり

剛性率と摩擦係数（スリップ性）がある。図１に開栓
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1．はじめに

メルセンは、ＥＶＡの高付加価値化を図るため化学

的、物理的変性を行った機能性の樹脂であり、1976年

から上市を開始している。当初は接着性を付与した機

能性ＥＶＡの位置付けであったが、現在では独自の配

合、および混練技術を応用した機能性ポリマーとして

の位置付けとなっている。

メルセンは表１のように分類される。

本報ではＭＣポリマー、メルセンＭ及びメルセンＧ

の特徴と応用について報告する。

2．ＭＣポリマー

ＭＣポリマーは、ペットボトルやアルミボトル缶な

どのキャップライナー材の原料であり、インシェルモ

ールド法やシート成形法によって加工されている。

●メルセンの特徴と応用
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グレード 分　類 主　用　途 

ＭＣポリマー 

メルセンＭ 

メルセンＧ 

メルセンＨ 

メルセンフィルム 

ライナー用樹脂 

接着性樹脂 

ガラス接着フィルム 

部分ケン化ＥＶＡ 

接着性フィルム 

キャップライナー材 

イージーピール材、一般接着剤 

合わせ硝子用接着剤 

粉体塗装、改質材 

メルセンＭのフィルム製品 

表１　メルセンの分類 

項   目 試験方法 単  位 YX22 MZ06 MY06 EY01 YS07 YS26

メルトマスフローレイト JIS K6922-1 g/10min 3 4 2 2 28※1 11※2

密  度 JIS K6922-1 Kg/m3 939 913 907 921 904 904

引張破壊応力 JIS K6922-2 MPa 15 100 13 19 6 26

引張破壊呼びひずみ JIS K6922-2 ％ 700 690 800 900 430 790

ねじり剛性率 ASTM D1043 MPa 18 31 23 52 1.1 3.1

デュロメータＤ硬さ JIS K6760 － － 42 43 50 26 43

ビカット軟化温度 JIS K7206 ℃ 67 73 71 88 ＜50 77

融  点（ＤＳＣ） JIS K6922-2 ℃ 90 102 113 123 99 95

耐環境応力き裂 JIS K6760 hr ＞240 ＞240 ＞240 ＞500 1 ＞500

※１  ＭＦＲ　230℃－2.16kg荷重　　　※２  ＭＦＲ　190℃－2.16kg荷重 

表２　MCポリマーの代表物性 
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図１　ねじり剛性率と開栓トルク
μsは摩擦係数を示す



ＹＳ０７は高柔軟性をもち主に常温充填の用途に使

用される。ＹＳ２６は高柔軟性と耐熱性、及び高速成

形に適した高流動性があり、ホット充填用に使用でき

る。

3．メルセンＭ

メルセンＭは、通常のポリオレフィン樹脂に使用さ

れる押出機で加工が可能な感熱型の接着性樹脂であ

る。主にＥＶＡをベースとし、低温接着性に優れ各種

基材への接着性能を持っている。

紙や合板などの接着剤に代表される一般接着剤の

他、食品容器などの蓋材に必要なイージーピール性接

着剤としての使用が多くなっている。

図２にメルセンＭの代表グレードであるＭＸ０６の

接着強度の温度依存性を示した。図中にはＥＶＡの接

着強度も示してあり、図から明らかなようにＭＸ０６

はＥＶＡと比較し低温接着性が優れていることが分か

る。

図３には、メルセンＭ各種グレードのＰＰシートへ

のヒートシール強度を示した。イージーピールに要求

される剥離強度は８～20N/15mm程度であり、要求強

トルクのねじり剛性率と摩擦係数依存性を示す。図中

のμsは摩擦係数を表わしている。

図から明らかなように、ねじり剛性率およびスリッ

プ性の調整により、要求される開栓トルクに調整する

ことができる。

［1］アルミキャップ用ライナー材（硝子瓶、アルミ

ボトル用）

アルミキャップ用ライナー材は、表３に示すように

内容物の種類及び充填条件、加熱殺菌処理条件に応じ

て満足すべき性能が異なる。

それぞれの用途毎に最適グレードを品揃えしてお

り、ＹＸ２２はアルミボトル缶の炭酸飲料用のライナ

ー材として使用できる。またＭＺ０６及びＭＹ０６は

医薬ドリンクなど中温度（50～80℃）での殺菌条件を

必要とされる用途に使用できる。更にお茶などのホッ

ト充填用途にも使用できるＥＹ０１をラインアップし

ている。

［2］プラスチックキャップ用ライナー材（ＰＥＴボ

トル用）

1995年から本格的に登場したＰＥＴボトル用のアル

ミキャップが、安全性、リサイクル性の面からプラス

チックキャップ化された。キャップがアルミから樹脂

（主にＰＰ）化されたことによりキャップ本体の強度

は低下する。それを補うためライナー材への高性能化

が必要となり、ＭＣポリマーの改良を行なっている。

表４に代表的な用途分類と最適グレードについて示

す。
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用　途 炭酸飲料 医薬ドリンク 果汁、お茶 

殺菌条件 未殺菌 65～80℃ 50～60℃ 80～95℃ 

最適グレード ＹＸ22 ＭＹ06ＭＺ06 ＥＹ01

特徴 柔軟性 高柔軟性 柔軟性 高耐熱 

表３  用途分類とグレード選定 

－アルミキャップ用ライナー材－ 

用　途 炭酸飲料 果汁、お茶 

充填条件 常温 85℃ 

最適グレード ＹＳ07 ＹＳ26

特徴 低スリップ 耐熱、高流動性 

表４  用途分類とグレード選定 

－プラスチックキャップ用ライナー材－ 
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被着体：クラフト紙（50g/cm2）
サンプル構成：PET（12）/PE（25）/サンプル（30μm）
シール条件：0.2MPa,1秒　剥離条件：180度剥離、300mm/分
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図３　PPシートへのグレード別剥離強度
被着体：PPシート（0.35mm）
サンプル構成：PET（12）/PE（25）/サンプル（30μm）
シール条件：0.2MPa,1秒　剥離条件：180度剥離、300mm/分



度に合わせたグレード選定が可能であることが分か

る。

［1］接着剤用途

メルセンＭは、紙や布などの多孔質な基材やポリエ

チレンが予め積層された基材への押出しラミネート加

工により貼り合わされる。メルセンＭと多層構成にす

ることにより、他基材への優れた接着性を有する基材

へと高機能化することができる。またメルセンフィル

ムのようにメルセンＭの単層または多層フィルムを使

用することにより小ロット生産にも対応できる様にな

る。

接着剤として使用されている主なグレードを表５に

示した。

（１）容器内貼り

メルセンＭは、プラスチック容器や天然パルプモー

ルド容器と、その容器の内側に耐熱性や耐水性を付与

するために貼り合されるフィルムとの接着剤として使

用される。使用方法は、予め内貼りフィルムとなるプ

ラスチックフィルムにメルセンを押出しラミネートし

ておき、その後加熱ロールによりシートと貼り合せる

方法、またはシート成形時の熱を利用して同時に内貼

りフィルムを貼り合せる方法が用いられる。その後、

真空（圧空）成形で容器に成形されるのが一般的であ

る。パルプモールドカップの場合には、予め内貼りフ

ィルムにメルセンを押出しラミネートしておき、それ

を加熱溶融させた後パルプモールドカップと重ね真空

成形で一体化される。このような使用方法のため、要
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求性能としては押出ラミ加工性及び各種基材との接着

性が挙げられる。ＭＸ０２はその要求性能を十分に満

足する性能を有している。

代表的な容器内貼りの構成例を表６にまとめた。

（２）オーバーテープ

ペットフードや樹脂袋の上部に貼り合わされるテー

プ状の感熱接着剤であり、主に、ＰＥＴやＯＰＰフィ

ルムにポリエチレンを押出ラミし、その上にメルセン

を押出ラミすることにより製造される。また樹脂袋の

様にクラフト紙にラミネートする場合にはクラフト紙

にダイレクトに押出ラミすることで使用可能である。

（表６参照）

（３）プリントラミ

飲食店のメニューやカタログ、本などのカバーフィ

ルムの接着剤として使用される。主にコロナ処理され

たＯＰＰフィルムにダイレクトに押出ラミすることに

より製造される。印刷インキとの接着性、及び低温接

着性が要求される。

（表６参照）

［2］イージーピール用途

ゼリー、プリン、カップ麺など様々な食品容器分野

で、輸送、保管時には内容物を保護するために強固に

接着していながら利用時には容易に剥離できる接着剤

（イージーピール剤）として使用されている。被着体

となる基材（カップ）の種類や要求される剥離強度に

よりグレード選定することができる。

（表６参照）

一般接着用に使用されているＭＸ０２及びＭＸ０６

はイージーピール剤としても優れた性能を発揮するこ

とができる。ＭＸ０２とＭＸ０６に不足する性能とし

て、低温環境下での接着強度の維持と100℃以上の耐

熱性が挙げられる。これらの性能が必要な用途には、

それぞれＭＸ２３及びＭＸ３９をラインアップしてい

る。

グレード ＭＸ02 ＭＸ06 ＭＸ15

ＭＦＲ（g/10分） 9 46 35

特徴 ラミ加工性 低温接着性 接着性 

主用途 容器内貼り オーバーテープ 
一般工業用 

プリントラミ用 
感熱障子紙 

表５　メルセンMグレードと主用途 

－接着剤用途－ 

容器内貼り 

オーバーテープ 

プリントラミ 

イージーピール 

CPP/MX02/(加熱接着)/PSPシート 
CPET/LDPE/MX02/(真空成形)/パルプモールドカップ 

クラフト紙／ＭＸ０６ 
PET印刷/LDPE/MX06

OPP/MX15/(加熱接着) 印刷紙 

PET/蒸着PET/LDPE/MX02 
アルミ/LDPE/MX07

ＰＳＰ、ＰＰ、ＯＰＳ 
パルプモールドカップ 
クラフト紙 
包装袋 
（PET/紙/LDPE） 

ＰＰカップ、HIPSカップ、 
ＰＳＰカップ 

用途 構成例 被着体 

表６　用途別の代表構成例 



メルセンＧのグレードと製品規格および主用途を表

８に示した。

透明性の優れたＧ７０５３、Ｇ７０５５をはじめ、

乳白タイプやタペストリータイプなどの意匠性を付与

したＧ７０２０ＷＨ１やG７０３０ＴＡ１を品揃えし

ている。

［1］一 般 用

Ｇ７０５３は透明性が良好であり、各種基材にも接

着性が高いことから単に合わせ硝子中間膜としてだけ

でなく、特殊な機能を付与することが可能となる。例

えば、２枚のメルセンＧを使用し、その中間に布地や

印刷された紙または着色されたプラスチックフィルム

などを挟み込むことによって特殊な合わせ硝子を製造

することもできる。

構成例：硝子/G7053/着色PET/G7053/硝子

［2］光 学 用

Ｇ７０５５は、一般用のＧ７０５３より更に透明性

が優れており、より透明性を要求される光学分野への

対応が可能である。

表７にイージーピール用途メルセンMグレードの特

徴と主用途を示した。

イージーピール用途には小ロット化の要求が多く、

これらのメルセンＭをフィルム化し販売している。フ

ィルムを使用することでサンドラミ加工、ドライラミ

加工が可能で小ロットに対応することができる。

4．メルセンＧ

メルセンＧは、独自の配合技術と混練技術により接

着機能を付与した単層の感熱型接着性フィルムであ

る。特に硝子との接着性能が優れ、建材を中心として

合わせ硝子の中間膜として使用できる。

合わせ硝子の中間膜としての要求性能は、

硝子との接着強度

透明性（全光線透過率）

があり、それぞれ高い値を示すほど優れた中間膜であ

ると言える。透明性については用途により中間膜の厚

みが異なるため数値としての規定が確定していないも

のの、厚み250μmの場合で全光線透過率87％以上が

必要とされる。
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グレード タイプ 

G7053 透明 
厚み(mm)

製品規格 
幅(mm)

0.15、0.25、0.4 620、940、1240

巻長(m) 主用途 

100、200 一般用 

G7055 高透明 0.15 500、1240 200 光学用 

G7020WH1 乳白 0.25 940、1240 200 装飾硝子 

G7020WH5 乳白 0.25 620、1240 200 装飾硝子 
高白色度 

G7030TA1 ブロンズ調　　 
　タペストリー 0.25 620、940、1240 200 装飾硝子 

G7031TA1 タペストリー 0.25 620 200 磨硝子 

表８　メルセンGグレードと規格サイズ、主用途 

ＭＦＲ（ｇ/10分） 

特徴 

剥離強度 
(N/15mm)

主用途 
（容器用樹脂材料） 

9

ＭＸ０２ 

低温接着性 
汎用性 

耐ボイル殺菌 

15～20

デザート 
(PP,HIPS)

46

ＭＸ０６ 

低温接着性 

10～17

デザート 
(HIPS)

90

ＭＸ２３ 

低温環境適性 

10～15

冷果用 
(HIPS,PP)

7

ＭＸ３９ 

耐セミレトルト性 
ソフトピール性 

20～24

茶碗蒸 
（PP） 

表７　メルセンMグレードの特徴と主用途 

－イージーピール用途－ 



図４にメルセンGの厚みと全光線透過率の測定結果

を示した。

［3］装飾硝子用

乳白色のメルセンＧもラインアップしており光遮蔽

性の高い合わせ硝子を製造することが可能である。ま

たメルセンＧは印刷適性が優れていることから、この

白色フィルムに印刷をし、中間膜として使用すること

によりディスプレー性の優れた合わせ硝子を得ること

ができる。

構成例：硝子/印刷G7020WH5/硝子

［4］磨硝子用

磨硝子調の風合いを出す製品としてタペストリータ

イプ（Ｇ７０３１ＴＡ１）がある。フィルム内で光の

乱反射を起こすため、硝子表面が光沢を持つ磨硝子を

製造することが可能となる。またこのタペストリータ

イプにはブロンズ調の色調を持つグレード（Ｇ７０３

０ＴＡ１）をラインアップしている。

5．おわりに

以上、メルセンの特徴とその応用について、主用途

であるキャップライナー、イージーピール、合わせ硝

子を中心に述べてきた。

当社は、キャップライナー材としてのＭＣポリマー

については国外への展開も図っている。またメルセン

Ｍは、イージーピールや一般接着剤の他、特殊用途向

けの接着剤としての展開も進めている。メルセンＧは

硝子との接着性、透明性が優れるため、光学分野など

今後期待される分野へも積極的に展開している。

市場の要求を満たすため、今後も独自の配合技術と
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図４　メルセンG厚みと全光線透過率
サンプル構成：ガラス（30mm）/サンプル／ガラス（3.0mm）
貼り合せ条件：110℃、真空圧

G7055

G7053

混練技術を駆使することにより、より高機能性を有し

たメルセンの開発を進めていく。この新しいメルセン

を用いた新たな用途展開が期待される。


